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〖語り〗マンレサ滞在中にイニゴは、苦しい試練と その後大きな霊的な照らしと慰め

を受けました。その照らしの内容をイニゴは胸に秘めていましたが、ほかの人の霊

的生活のためにも役立つと確信したことについては、次第に分かち合うようになり

ました。霊操もこのマンレサでの霊的体験や照らしに基づいています。次に述べ

ることはイグナチオの晩年に、カマラ神父に打ち明けたものではありますが、在天

の聖イグナチオの許しを得て、この劇では敢えて公表の時期を早めてマンレサの

婦人たちにも語ったことにします。 

「わしはマンレサにいたとき 受けた恵みを軽々しく他言したりしなかったぞ！」

と 天国で筆者が聖人に会うときに叱られるかもしれませんが、いずれにせよ、『自

叙伝』を通して今は公になっていること柄なので、許して下さるでしょう。 

 

   なお聖イグナチオに、鹽野めぐみ（第 1～26回までのペンネーム）さんが叱られて

は気の毒なので、責任の所在を明らかにするために、今後は本名塩谷惠策を使

うことにしました。あまりに拙い出来（特に白衣の天使の合唱、歌）を恥じて、ペン

ネームを隠れ蓑にしていました。 

（文責：塩谷惠策 SJ） 

 



 

イニェス ここマンレサにいらしてからしばらくはとてもお話ししやすかった

のですが、それから数か月は何かに潜心しているご様子で、話しか

けてはいけないようにお見受けしていました。  

ホアナ  なんだかとても怖く感じてましたよ。 

イニゴ  そうでしたか。内心の大きな戦いがあり、自分のことで精一杯でし

たから。 

マルガリータ その戦いは終わったようですね。今はとても晴れ晴れとした平

和なお顔をしていらっしゃいます。 

イニゴ  はい、神の慈しみにより乗り越えることが出来ました。自分一人で

打ち克つことは到底できないほど強い 敵からの攻撃でした。 *7 

     敵の常とう手段を見抜く力を神がお与えくださり、神からの善霊の

働きと、神から私たちを引き離そうとする悪霊の欺瞞を識別する力

を 神が与えてくださいました。 

イニェス 先ほどお話しくださった 善霊と悪霊の特徴のことですね？ 

(cf．第 26 回 *6) 

イニゴ  そうです。また神はご自身が三位一体であられることについてもい    

くつかのイメージをもって啓示してくださいました。私は聖
ち

父
ち

と聖子
こ

と聖霊の各ペルソナに祈りをささげ、また三位一体にも祈るので、な

ぜ三位一体の神に対して 4 つの祈りをするのか自問することもありま

したが、この啓示で腑に落ちました。 

マルガリータ どんなイメージでしたの？ 

イニゴ  ある日神は、楽器の 3 つ鍵盤のイメージでご自身を示されました。

音程の違う3つの音でありながら、一つの和音を作り出すことから、

聖父と聖子と聖霊の各ペルソナが別々の位格ペルソナでありながら

完全に一致しておられる様を悟らせてくださいました。  

ホアナ  確かに三つの独立した音を同時に奏でると、一つの和音になります

ね。 

イニゴ  その日大きな慰めを感じ、感動の涙が止まらなくなり、三位一体の

こと以外のことは何も語れないほどでした。これからの生涯三位一

体への信仰と愛はますます強くなっていくことでしょう。 

イニェス 辛い試練の後、神様は豊かな恵みをくださるのですね！ 

イニゴ  本当にそうです。神は天地創造の場面も垣間見させてくださいまし

た。またミサのなかで聖体が奉挙されたとき、降り注ぐ白い光のよ

うなものを内的な目で見ました。どのように説明していいかわかり



ませんが、ともかく聖体の中にわが主キリストが確かにましますと

いうことを確信しました。 

イニェス 私もご聖体のイエス様を固く信じていますが、やはり拝領するとき

には、薄いパンにしか見えません。あなたのような体験を頂けたら

どれほど信仰が深まることでしょう。 

イニゴ   特別なお恵みを頂いたと思いますが、これは不意に一方的に与え

られるもので、神様に注文することはできないし、そのための固有

な祈りがあるわけでもありません。 

もう一つ、これは示現を見たのではないのですが、とても大きな  

霊的な体験をしました。先日、カルドネル川を見下ろす川辺に腰を下

ろしていた時のこと、だんだんに理性の目が開け始め、霊的なこと、

信仰に関する多くの問題を理解し悟る恵みをいただきました。言葉で

は言い表しがたいことですが、今申したいくつかの示現や照らしによ

るだけで、たとえ聖書がなかったとしても、悟ったことのために命を

捧げることも辞さないほどのものであると考えています。 

  

 

〖白衣の天使の合唱〗 

ああイニゴ 感謝せよ主に   賜りし あまたのてらし 

なべての人 救わんとする   神よりの 恵みなりせば  

反芻し よく理解して     救霊の 助けとすべし   

 

＜かげの声＝註＞    *7 第七幕（第 24・25回）参照 


